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第 6回

「人のために人と共に生きる」
教育が自発的な活動を育む
ー  晃華学園中学校高等学校

晃華学園中学校高等学校（東京都調布市。女子校）は
熱心にSDGsに取り組んでいます。しかし「今ある活
動はSDGsがなくても始まっただろうし、この言葉が
なくなっても活動は消えない」と先生方は断言します。
先生と生徒のお話から、その真意を考えます。

SDGsと繋がった、創立以来の教育
　2013年に創立50周年の節目を迎え、時代が変わって
も続いていく教育とは何だろうと考え、国際理解教育を推
進するためユネスコスクールに加盟したと国際理解教育の
リーダー宇野幸弘先生は振り返ります。国連や国際協力に
携わる人たちから話を聞き、世界に目を向けるユネスコ
スクールとしての自覚が学校に芽生えた頃、2016年の全
日本高校模擬国連大会の基調講演を聞いた生徒によって、
SDGsという視点が学校にもたらされました。
　現在、晃華学園では講演会、授業、学年の企画を通して
生徒全員が日常的に国際的な課題、SDGsに触れています。
生徒が疑問に思うことや、興味を持ってやりたいことに取
り組んでいるので、SDGsの何番かという意識はなく、自ら
企画書を出して立ち上げたプロジェクトに取り組んでいる
意識の方が勝るようです。

プロジェクト例　　　　　　　　　　　　　　　　　

晃華学園×マラウイ・マタピラ小学校
SDGs共同宣言　
SD
　現高校２年の学年が中3の時に、アフリカにあるマラウ
イ・マタピラ小学校と共同宣言を出しました。20人ほどの
マラウイ委員が中心となり、手紙やテレビ電話で現地の情
報を得るなかで、当初は「支援国」「被支援国」の枠組みで
盛り上がったそうですが、「共同宣言なのに“支援”が先
なのはおかしいのでは？」と声があがり、対等なパートナー
という原点に回帰。宣言には、「国家の枠を超えること」、
子どもと大人が協力するために「大人へ情報発信すること」
が盛り込まれています。

SDGs:2015年の「国連持続可能な開発サミット」において、「我々の世界を変革
する：持続可能な開発のための2030アジェンダ」が採択された。そのアジェン
ダが掲げたのが、17の目標と169のターゲットからなる「持続可能な開発目標
（SDGs）」で、2030年の達成を目指している。

　この活動と、晃華学園のSDGs全体をまとめた冊子が生
徒によって作られ、三井住友信託銀行コンサルプラザ調布
の窓口に置かれています。
　「活動をまとめる冊子作りでは、設置する金融機関の顧
客の年齢層と、SDGsが何かを知らない人もいることを意
識して文言を吟味しました。初めての経験で、先生に添削
していただいたら予想以上に赤字いっぱいでしたが、みん
なに伝わるように書くことの難しさ、大切さがわかりまし
た」（高校２年　H.Mさん）

汚水処理装置「ハンディポッド」を制作

　 カンボジア・トンレサップ湖の水上生活者の衛生環境改
善のため、国際NGOのWater Aid Japanと協力して活動
しています。現高校2年生が中学2年の時、ホテイアオイ
の栽培から始めて汚水処理装置「ハンディポッド」を作り
ました。
　「中１で初めて参加した
模擬国連の議題が、地球温
暖化ではなく『地球寒冷
化』で、SDGsや環境問題
への関心がより一層深ま
り、何か行動を起こさなく
てはいけないと思うように ハンディポッドの実証実験

署名入りの共同宣言を両校で一部ずつ保管している
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第 6回 なりました。環境問題への関心がハンディポッド活動を
始めたきっかけですが、高校生になってからは研究とい
う側面からの取り組みに変わり、『サイエンスキャッスル
ASEAN2020大会』にもオンラインで参加。他国の同世代
から大きな刺激を受けました」（高校2年　Y.Tさん）

バナナペーパーの普及活動

　紙の消費と伝統文化の視点か
ら書道プロジェクトを立ち上げ
た高校１年生のH.Tさんは、バ
ナナペーパーの普及活動にも力
を入れています。これはザンビ
アから乾燥したバナナの茎を
送ってもらい、和紙の製法技術
を用いて作られる紙で、FSC®
認証も取っています。
　「バナナペーパーは、水質汚
染の抑制、現地の女性雇用の推
進や児童労働問題を抑制する
ことにもつながる。しかもフェアトレード。こんな紙があ
るんだと驚き、校内での認知度を上げるために新たにプロ
ジェクトを立ち上げました。校内ではポスターを作成し、
文化祭では半紙との書き比べも実施。他校との情報交換も
行っています。また調布市の商店街にはフェアトレード商
品を扱っているお店が少ないので、地域の人々への啓発も
必要だと気づきました。私は書道がきっかけになりました
が、誰もが自分にできることから始められます。そして一
人だけ前に進むのではなく、多くの人が前に進めるように
活動を続けていきたいです」（高校１年H.Tさん）

ひとり親家庭への支援

　ひとり親家庭支援プロジェクトの発起人、現在中学2年
生のC.Yさんは中１の時、コロナ禍によるひとり親家庭の
貧困問題をニュースで知ったそうです。相手は何が必要な
のだろうと考えて、学年全体で、家庭で眠っている学用品
や参考書、髪ゴムなどを集めて調布市の母子生活支援施設
に寄付しました。
　「初めの企画書は動機をまとめただけでしたが、具体的
な行動まで落とし込むように先生からアドバイスをいただ
き、5回くらい書き直しをしました。福祉施設の方のお話
を聞いたり、感謝の
お手紙をいただいた
りしたときに、こう
した活動を必要とし
ている方とつながれ
るのだと、改めて実
感しました」（中学2
年C.Yさん）

授業からプロジェクトへ
　中3の公民βでは、正面からSDGsに取り組みます。3時
間のうちの1時間で、テストなし、レポートだけで評価す
る「国際」です。SDGs啓発の動画を制作する「KOKA×
SDGs国際映像コンテスト」も、その一環。SDGs担当の佐
藤駿介先生が「喋りたがりの社会科教員の私でも、ほとん
ど話をしません」という生徒主体の授業で、iPadを用いて
作品を仕上げています。2学期は「少子高齢化とライフサ
イクルとセットで考えるべき問題で、まさにSDGs的な取
り組み」（佐藤先生）である、調布市の「空き家」問題に、
市役所や企業と連携して取り組んでいます。3学期には模
擬国連を開催。模擬国連に必要な力は生徒全員が身につけ
るべきだとの考え方から、部活動ではなく授業で取り組ん
でいると佐藤先生は力を込めます。

昨年は調布市と連携して「調布市空き家×晃華学園
『SDGs11プロジェクト』」に取り組んだ

一人ひとりにある気づきのタイミング
　プロジェクトは、生徒発の活動で、委員会や部活動とは異
なります。テーマも、始めるタイミングも、やりたい生徒が
やりたい時に企画を立てて動き始めるのが晃華学園流。「気
づきのタイミングは、それぞれ」だから、です。先輩から後
輩に引き継がれるものも多いそうですが、やりたい生徒がい
ないプロジェクトはなくなっても良いとさえ言い切ります。
　現在、動いているプロジェクトは10～ 20はあるのだそ
う。この数は、提出された企画書の1/4ほど。残りの3/4は、
途中で意欲が萎んだり、やってみたけれどもうまくいかな
かったり、企画の段階で無理があったりしたものですが、
佐藤先生は、「やりたいと思った結果の失敗だから、それ
も学びになります。生徒が主体的に学べる場は用意してあ
げたい」と語ります。「なぜ、これほど多くの問題意識が
生まれるのか」、「なぜ、中高生の年齢でこうした課題に気
づけるのか」。佐藤先生の回答は、「晃華学園が持っている
力」と明快です。
　一つは、どの学校にも大きな課題について考えている生
徒はたくさんいるでしょうが、晃華学園には、それを言え
る雰囲気、言っても先生が反対しないだろうという安心感、
生徒同士の信頼関係があるということです。また国際理解
教育担当の松元賢次郎先生の「高い問題意識を持ってい
る生徒ばかりではありませんが、同級生として6年一緒
に過ごすことは大きいでしょう」という言葉にも、一人
ひとりの成長を見守るカトリック校の家庭的な教育方針
が垣間見えます。
　最近は、自治体や企業からのオファー、他校とつながっ
て刺激し合う関係も増えてきたそうです。校内での啓発
から、学校の外の人に自分たちの思いをどう伝えるか、
次のフェーズに入っています。　　　　　　　（市川理香）
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